
４
月
５
日
、
花
曇
り
の
な

か
、
バ
ス
で
蒲
桜
の
東
光
寺

に
向
か
っ
た
。
例
年
だ
と
北

里
大
学
Ｍ
Ｃ
か
ら
東
光
寺
へ

の
通
り
も
満
開
の
は
ず
だ
が
、

す
で
に
葉
桜
に
な
っ
て
い
た
。

東
光
寺
で
直
行
組
と
合
流
、

3
名
は
自
転
車
で
の
参
加
。

遅
咲
き
の
「
蒲
桜
」
も
、
ほ

と
ん
ど
花
は
散
っ
て
い
た
。

埼
玉
県
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー

を
経
由
し
、
城
ケ
谷
堤
で
は
、

残
っ
た
桜
の
花
の
ピ
ン
ク
と

下
の
菜
の
花
と
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
、
鮮
や
か
で
あ
っ
た
。

荒
井
橋
の
下
を
く
ぐ
り
高
尾

さ
く
ら
公
園
へ
向
か
っ
た
。

こ
こ
の
八
重
桜
や
し
だ
れ
桜

は
満
開
で
花
見
客
で
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
。

12
時
頃
に
ゴ
ー
ル
の
「
北

本
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
」

に
到
着
し
た
。
初
め
に
、
15

名
の
新
入
会
員
の
皆
様
が
自

己
紹
介
。
次
に
本
日
の
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
“
秩
父
の
寅
さ

ん
”
こ
と
石
井
敏
雄
さ
ん
が

登
場
。
定
番
の
渥
美
清
の

「
男
は
つ
ら
い
よ
」
に
始
ま

り
、
殿
様
キ
ン
グ
ス
の
「
涙

の
操
」
、
そ
の
後
、
特
注
の

高
齢
者
用
の
学
生
服
に
着
替

え
て
舟
木
一
夫
の
「
高
校
三

年
生
」
の
3
曲
を
熱
唱
し
た
。

最
後
に
、
専
攻
3
期
「
み

ん
な
で
歌
お
う
科
」
の
皆
様

が
中
心
に
な
り
、
“
北
国
の

春
”
と
“
ふ
る
さ
と
”
を
全

員
で
合
唱
し
、
盛
会
裏
に
終

了
し
た
。

5
月
14
日
（
月
）
鴻
巣
市
・

吹
上
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

未
明
ま
で
雨
、
早
朝
は
霧

が
深
く
た
ち
込
め
て
10
ｍ
先

も
見
え
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

天
候
は
急
回
復
、
ス
タ
ー
ト

時
に
は
快
晴
無
風
の
絶
好
の

ゴ
ル
フ
日
和
と
な
っ
た
。

コ
ー
ス
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

水
た
ま
り
も
残
っ
て
い
る
中
、

参
加
者
14
名
が
３
組
に
分
か

れ
て
コ
ス
モ
ス
・
イ
ン
コ
ー

ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
コ
ー

ス
の
東
側
に
は
黄
色
と
赤
の

ポ
ピ
ー
畑
が
満
開
で
、
参
加

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

た
。
一
方
、
コ
ー
ス
や
グ
リ
ー

ン
上
は
タ
ン
ポ
ポ
な
ど
が
こ

の
時
期
で
伸
び
始
め
て
ス
コ

ア
メ
イ
ク
に
は
邪
魔
と
な
っ

た
。優

勝

25
期

府
川
安
正

グ
ロ
ス
119
、
ネ
ッ
ト
119

会報「彩央」第12号 2018年（平成30年）９月３日

彩

央

23名の入会で｢彩央会｣は総勢120名

彩
央
会
は
、
新
た
に
専
攻

課
程
3
期
の
新
入
会
員
23
名

を
迎
え
、
今
年
度
は
１
２
０

名
と
な
り
ま
し
た
。

新
入
会
員
の
う
ち
半
数
が

女
性
で
、
し
か
も
地
域
的
に

は
伊
奈
、
さ
い
た
ま
、
白
岡
、

幸
手
、
坂
戸
等
広
域
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
昨

年
か
ら
始
ま
っ
た
ク
ラ
ブ
活

動
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
新
し
い
方
に
活
力

を
注
入
し
て
い
た
だ
き
、
更

な
る
活
性
化
が
図
ら
れ
れ
ば

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
行
事
は
春
の
さ

く
ら
ウ
オ
ー
ク
か
ら
始
ま
り
、

45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ

の
後
も
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

健
康
教
室
、
社
会
見
学
等
を

経
て
美
術
展
、
一
芸
披
露
会

へ
と
続
き
ま
す
。
6
月
に
開

催
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
講
座
は

満
員
の
盛
況
で
、
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
企
画
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

秋
以
降
も
上
里
の
歴
史
散

策
、
平
林
寺
の
紅
葉
狩
り
と

行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
ず

行
事
に
参
加
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地

域
の
仲
間
作
り
、
新
た
な
出

合
い
に
大
い
に
活
用
し
て
下

さ
い
。

ク
ラ
ブ
活
動
も
3
年
目
を

迎
え
更
に
活
発
に
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ひ
と
り
一
つ
は

何
か
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

広
報
活
動
も
彩
央
会
の
誇

り
の
一
つ
で
す
。
特
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
大
き
な
写
真
と

タ
イ
ム
リ
ー
な
掲
載
で
素
晴

ら
し
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ご
覧
い
た
だ
き
彩
央
会

へ
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

役員改選 岩佐会長でスタート

2018（H30）年度 事業計画

行 事 名 詳細（実績・予定など）

花見ハイク 北本桜ウォーク 4/5(木)

定期総会 北本市文化センター 4/21(土)

地域

ボランティア

北本自然観察公園 緑のトラスト
地 5/5, 6/12, 10/18, 3/15

パークゴルフ
大会

吹上パークゴルフ場 5/14(月)

ゴルフ大会 吉見ゴルフ場 5/23(水)

ボウリング大会 北本アイビ－ボウル 5/25(金)

パソコン教室 文化センター6/2,9,16,23,30(土)

見学会 元荒川水循環センター 6/26(火)

ほたる観賞会 北本自然観察公園 7/20(金)

美 術 展 文化センター 8/28(火)～9/2(日)

一芸披露会 文化センター 9/1(土)

会報 発行 A3サイズ・両面カラー 9/3(月)

歴史探訪 県北の上里 10/14（日）日帰り

平林寺散策 新座市/平林寺11/26(月)

文集発行 「彩央のひろば」 2019/１月

新春そば打ち会 北本市中丸公民館 2019/１/25(金)

上記の他に月例

クラブ活動など

・女子会手仕事サロン：毎月 第3（月）

・パークゴルフ：毎月 第2（月）

・ゴルフ： 6,9,12,3月に開催

・映画を楽しむ会：毎月 1回

・サイクリング クラブ 第1・3(木)

第12号

「
彩
央
会
」
第
12
回
の
平
成
30
年

度
定
期
総
会
を
、
4
月
21
日
（
土
）

北
本
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

た
。
会
員
１
２
０
名
中
、
出
席
65
名

で
委
任
状
が
33
名
で
あ
っ
た
。
対
尾

副
会
長
の
司
会
で
開
会
し
、
熊
谷

会
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。
来

賓
の
い
き
が
い
大
学
・
小
林
秀
樹

所
長
、
長
寿
社
会
開
発
セ
ン
タ
ー
薬

師
寺
清
幸
企
画
振
興
部
長
、
埼
玉

県
自
然
学
習
セ
ン
タ
ー
堂
本
泰
章

総
括
責
任
者
の
３
名
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。

第
1
号
～
第
５
号
議
案
を
審
議

し
て
原
案
を
承
認
し
た
。
平
成
29

年
度
活
動
報
告
は
、
荻
野
進
副
会

長
が
主
な
行
事
を
ス
ラ
イ
ド
で
丁

寧
に
説
明
し
た
。

今
年
度
の
会
長
は
、
熊
谷
さ
ん

か
ら
岩
佐
さ
ん
に
交
代
し
、
定
例

行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
は
仲
間
か
ら

の
声
掛
け
を
重
視
し
て
活
性
化
を

図
り
た
い
と
の
方
針
を
述
べ
た
。

ま
た
、
昨
年
活
躍
し
た
各
ク
ラ
ブ

代
表
が
会
場
の
皆
さ
ん
に
顔
見
世

を
し
て
一
言
ず
つ
挨
拶
を
し
た
。

新
入
会
員
は
23
名
、
退
会
が
21
名

で
総
数
は
前
年
度
よ
り
２
名
の
増

加
で
あ
る
。

第
二
部
の
「
懇
親
会
」
は
、
武
井

章
総
務
部
長
の
司
会
で
、
例
年
ど

お
り
、
出
席
者
51
名
が
1
分
間
ス

ピ
ー
チ
を
し
た
。
皆
さ
ん
の
元
気
で

活
発
な
日
常
生
活
を
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
５
０
０
円
会
費
で
缶
ビ
ー

ル
と
つ
ま
み
が
用
意
さ
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

会
報
発
行
に
よ
せ
て

会
長

岩
佐

正
二

文
化
セ
ン
タ
ー
で
6
月

2
日
（
土
）
か
ら
、
恒
例

の
Ｐ
Ｃ
教
室
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。
講
師
は
対
尾
さ
ん

（
16
期
、
桶
川
）
で
、
6

月
30
日
ま
で
毎
週
の
土
曜

日
に
、
5
回
開
催
し
た
。

内
容
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
メ
ー
ル
の
活
用
、W

o

r
d

・E
x
c
e
l

の
活
用
、
ど

れ
か
一
つ
で
も
使
い
こ
な

せ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
パ

ソ
コ
ン
を
開
く
の
が
楽
し

く
な
る
こ
と
請
け
合
い
で

あ
る
。
教
材
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ン
ク
し

て
プ
リ
ン
ト
も
可
能
で
あ

る
。
興
味
の
あ
る
方
は
開

い
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
講
習
を
目
当
て
に

「
彩
央
会
」
に
入
会
し
た

人
も
い
る
、
好
評
の
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
。

会

報

2018(H30)年度「彩央会」会長・副会長

会 長 18期 岩佐 正二 桶川

副
会
長

事務長 16期 対尾 雅之 桶川

総務部 専３期 武井 章 北本

事業部 20期 荻野 進 北本

地域活動部 18期 金子 博 久喜

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

北
本
ア
イ
ビ
ー
ボ
ウ
ル
で

5
月
25
日
（
金
）
大
会
を
開

催
、
参
加
は
男
性
の
み
で
12

名
。
数
年
ぶ
り
プ
レ
イ
ヤ
ー

は
体
と
気
持
ち
が
バ
ラ
バ
ラ

で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
感
覚

を
取
り
戻
し
ピ
ン
が
小
気
味

よ
く
弾
け
だ
し
た
。

優
勝

15
期

佐
野
吉
弘

各期窓口の連絡員

担当期 連絡員 担当期 連絡員

5～14期 熊谷 康夫 24期 中村 昌彦

15～16期 対尾 雅之 25期 府川 安正

17期 間中喜久江 専攻1期 信末 善男

18期 金子 博 花形 俊男

19期 渡邉登代子 専攻2(火) 中島 竹夫

20期 荻野 進 栗原 昭男

21期 柳 順子 専攻2(水木） 藤澤 良正

22期 澤井 秀幸 専攻3(火) 小金井明

専科2・3 武井 章 専攻3(水） 栗山 和実

専科4・6 荒巻 勲 専攻3(水木) 石黒 廣行

文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」

好
天
の
下

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

「
彩
央
会
」
定
期
総
会
開
催

いきがい大学 伊奈学園
「彩央会」会報 （第12号）
発行：2018年（H30）9月3日

発行人：会長 岩佐 正二

HP 検索キーワード： 彩央会

新
人
歓
迎
・
北
本

花
見
ウ
ォ
ー
ク

出発地 東光寺の石段で記念撮影、後方に蒲桜

新
春
そ
ば
打
ち

「
北
本
コ
ミ
セ
ン
」
で
の
開

催
で
あ
っ
た
が
、
施
設
側
の

都
合
で
、
二
日
遅
れ
の
１
月

27
日
（
土
）
参
加
人
員
は
12

人
に
半
減
し
た
が
、
場
所
を

中
丸
公
民
館
に
変
更
し
て
実

施
し
た
。
講
師
・
荒
巻
さ
ん

実
演
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
開
始
し
た
。

講
師
の
打
っ
た
そ
ば
は
、

な
ぜ
か
光
沢
が
あ
り
、
美
味

か
っ
た
。

次
回
は
、
来
年
の
１
月
25

日
（
金
）
を
予
定
。



★

緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
８
号

地

高
尾
宮
岡
の
景
観
地

・
５
月
５
日
（
土
）
北
本
市

・

参
加
者
：
彩
央
会

15
名

（
内
女
性
１
名
）

・
緑
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
17
名

行
楽
に
申
し
分
の
な
い
爽

や
か
な
日
に
、
環
境
保
全
作

業
を
行
っ
た
。
女
性
陣
は

「
カ
ナ
ム
グ
ラ
の
抜
取
り
」
、

男
性
陣
は
ト
ラ
ス
ト
地
に
隣

接
す
る
竹
林
の
整
備
で
、
密

集
し
て
い
る
竹
の
伐
採
（
間

引
き
）
作
業
は
ト
ラ
ス
ト
協

会
の
皆
さ
ん
が
担
当
し
、
伐

採
し
た
竹
の
小
枝
落
と
し
、

お
よ
び
集
積
場
所
へ
の
運
搬

を
彩
央
会
メ
ン
バ
ー
が
行
っ

た
。
今
回
は
総
勢
30
名
も
い

た
の
で
作
業
は
は
か
ど
り
、

竹
藪
が
す
っ
き
り
し
て
見
通

し
が
利
く
よ
う
に
な
っ
た
。

伐
採
し
た
竹
は
孟
宗
竹
で

根
本
は
直
径

15
ｃ
ｍ
、
長
さ

は
７
～
８
ｍ
で
、
工
芸
品
に

利
用
価
値
が
あ
り
枯
ら
す
の

は
惜
し
い
感
じ
で
あ
っ
た
。

こ
と
し
は
春
先
の
気
温
が

高
か
っ
た
の
で
竹
の
成
長
が

早
く
、
１
～
４
ｍ
と
成
長
し

す
ぎ
て
、
「
タ
ケ
ノ
コ
」
の

お
土
産
は
ま
た
来
年
へ
持
ち

越
し
と
な
っ
た
。

彩
央
会
の
会
員
の
み
11
時

30
分
に
作
業
を
終
了
し
、
集

合
写
真
を
撮
り
解
散
。
弁
当

を
持
参
し
た
人
は
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
、
桜
の

木
の
下
に
シ
ー
ト
を
敷
き
、

爽
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
ラ

ン
チ
を
楽
し
ん
だ
。

★

北
本
自
然
観
察
公
園

・
６
月
12
日
（
火
）

・

参
加
者
：
彩
央
会

11
名
、

前
日
の
雨
も
止
み
、
薄
曇

り
で
絶
好
の
作
業
環
境
で
あ
っ

た
が
、
参
加
者
が
11
名
と
少

な
か
っ
た
。

ま
ず
、
事
務
所
で
学
習
セ

ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

「
ア
サ
ザ
（
絶
滅
危
惧
種
）

の
保
全
の
た
め
に
ヨ
シ
刈
り
」

作
業
内
容
の
説
明
を
受
け
た
。

準
備
体
操
後
、
事
務
所
隣

の
池
に
移
動
し
て
ヨ
シ
刈
取

り
係
と
運
搬
廃
棄
係
に
分
か

れ
て
作
業
し
た
。
刈
取
り
に

つ
い
て
は
、
池
の
周
辺
と
浅

い
と
こ
ろ
を
当
会
が
担
当
し
、

奥
の
深
い
所
は
学
習
セ
ン
タ
ー

の
ス
タ
ッ
フ
２
人
に
任
せ
た
。

一
時
間
後
、
休
憩
を
と
る
。

作
業
を
再
開
し
、
リ
ヤ
カ
ー

５
台
分
の
ヨ
シ
を
刈
取
る
と
、

ア
サ
ザ
の
小
さ
い
黄
色
の
花

が
一
つ
見
つ
か
っ
た
。

後
片
付
け
を
し
、
作
業
現

場
の
橋
の
上
で
集
合
写
真
を

撮
っ
た
。

11
時
よ
り
恒
例
の
ス
タ
ッ

フ
の
案
内
で
自
然
観
察
会
を

実
施
し
た
。
ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ

ウ
（
白
い
花
）
、
ウ
ツ
ボ
グ

サ
（
薄
紫
の
小
さ
い
花
）
、

ガ
マ
の
花
な
ど
、
こ
の
時
期

の
観
察
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し

て
く
れ
た
。

★

元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー

6
月
26
日
、
桶
川
市
、
元

荒
川
水
環
境
セ
ン
タ
ー
を
17

名
で
見
学
し
た
。

流
域
下
水
道
と
は
、
複
数

の
市
町
村
が
設
置
・
管
理
す

る
下
水
道
で
、
集
め
た
下
水

を
集
中
し
て
処
理
す
る
も
の

で
都
道
府
県
が
設
置
す
る
。

こ
こ
の
施
設
は
、
熊
谷
市
・

行
田
市
・
鴻
巣
市
・
桶
川
市
・

北
本
市
を
対
象
に
昭
和
56
年

４
月
に
供
用
開
始
し
て
中
継

ポ
ン
プ
は
鴻
巣
、
桶
川
・
川

里
の
３
か
所
に
あ
る
。

下
水
道
の
日

作
品

標
語

流
す
水
に
も
責
任
持
ち
た
い

未
来
の
た
め
に

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
有
意

義
な
研
修
会
で
あ
っ
た
。
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★

県
北
の
地

上
里
の
散
策

歴
史
を
物
語
る
遺
産
を
郷

土
史
家
の
小
野
英
彦
さ
ん
の

案
内
で
歩
き
ま
す
。

・
と
き

10
月
14
日
（
日
）

・
集
合

神
保
原
駅

10
時

・
参
加
費

昼
食
代

千
円

・
懇
親
会
別
途

三
千
八
百
円

ヘ
イ
ケ
蛍

観
賞
会

・
7
月
20
日
（
金
）

・
北
本
自
然
観
察
公
園

・
参
加
者

28
名

猛
暑
の
影
響
で
、
彩
央
会

恒
例
行
事
の
「
ヘ
イ
ケ
蛍
観

賞
会
」
は
例
年
よ
り
10
日
も

早
い
開
催
と
な
っ
た
。
観
賞

場
所
に
着
い
た
時
点
で
は
、

ま
だ
明
る
さ
が
残
っ
て
い
た

が
、
時
間
の
経
過
と
共
に
蛍

の
乱
舞
が
始
ま
り
感
動
し
た
。

た
く
さ
ん
飛
ん
で
い
た
の

は
、
例
年
の
場
所
よ
り
も
奥

の
方
（
蒲
桜
方
面
）
で
あ
っ

た
。
自
然
発
生
の
蛍
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
体
験

を
し
た
。

暗
い
中
で
の
観
賞
会
で
あ
っ

た
が
、
事
故
も
無
く
現
地
に

て
８
時
に
解
散
し
た
。
そ
の

後
、
二
次
会
の
参
加
者
７
名

は
バ
ス
で
北
本
駅
ま
で
戻
り
、

「
十
勝
ラ
ー
メ
ン
」
店
で
ビ
ー

ル
ジ
ョ
ッ
キ
を
傾
け
て
汗
を

鎮
め
歓
談
し
た
。

趣
味
を
同
じ
く
す
る
者
が

定
期
的
に
集
ま
り
活
動
を
通

じ
て
見
聞
を
広
め
る
。
家
族

や
近
隣
住
民
の
参
加
も
可
能
。

・
女
子
会
手
仕
事
サ
ロ
ン

代
表
・
鴻
巣

間
中
喜
久
江

幹
事
・
桶
川

柳

順
子

・
映
画
を
楽
し
む
会

「
午
前
10
時
の
映
画
祭
9
」

代
表
・
鴻
巣

瀬
山
宏
昭

幹
事
・
鴻
巣

熊
谷
康
夫

会
場

こ
う
の
す
シ
ネ
マ

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

代
表
・
北
本

荒
巻

勲

幹
事
・
鴻
巣

野
口

剛

・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

代
表
・
鴻
巣

間
中
芳
男

幹
事
・
北
本

荻
野

進

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ク
ラ
ブ

代
表
・
鴻
巣

信
末

善
男

幹
事
・
北
本

西
村

邦
明

８
月
17
日
午
後
、
北
本
市
本

町
三
丁
目
の
勝
林
公
民
館
で

「
本
３
サ
ロ
ン
会
」
が
開
か
れ

た
。
会
長
は
花
形
俊
男
さ
ん

（
専
攻
１
期
）
で
、
講
話
「
薬

と
高
齢
者
」
の
講
師
は
、
田
村

恵
司
さ
ん
（
専
攻
１
期
）
、

「
絵
手
紙
教
室
」
の
講
師
は
小

瀬
功
さ
ん
（
13
期
）
と
間
中
喜

久
江
さ
ん
（
17
期
）
で
、
「
彩

央
会
の
出
前
講
座
」
と
い
っ
た

陣
容
で
あ
っ
た
。
参
加
者
は
11

名
。田

村
さ
ん
は
現
在
、
北
本
市

か
ら
学
校
薬
剤
師
と
在
宅
訪

問
薬
剤
師
を
委
嘱
さ
れ
、
地
域

で
活
躍
し
て
い
る
。
最
初
に
試

験
管
を
二
本
取
り
出
し
て
、

『
貧
血
の
人
に
投
与
さ
れ
る
鉄

剤
は
、
お
茶
で
の
ん
で
は
い
け

な
い
』
と
い
わ
れ
る
が
、
な
ぜ

い
け
な
い
の
か
を
、
目
の
前
で

実
験
し
て
見
せ
て
く
れ
た
。
片

方
の
試
験
管
に
水
を
、
も
う
一

方
に
お
茶
を
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
鉄
剤
半
錠
を
入
れ
て
栓
を

し
て
撹
拌
す
る
と
、
お
茶
の
方

は
黒
く
な
っ
た
。
お
茶
に
含
ま

れ
て
い
る
カ
テ
キ
ン
が
鉄
に

結
合
し
た
た
め
で
、
こ
れ
は
吸

収
さ
れ
な
い
と
い
う
。

「
絵
手
紙
教
室
」
は
、
小
瀬

さ
ん
か
ら
お
手
本
に
な
る
資

料
が
配
布
さ
れ
、
ナ
ス
・
ト
マ

ト
な
ど
の
輪
郭
は
筆
で
描
き
、

墨
が
乾
い
た
ら
彩
色
す
る
…
と

い
っ
た
基
本
が
説
明
さ
れ
、
間

中
さ
ん
か
ら
構
図
の
取
り
方

に
つ
い
て
黒
板
に
描
い
て
、
具

体
的
な
指
導
が
あ
っ
た
。
作
品

の
手
直
し
も
し
て
く
れ
、
数
点

の
作
品
が
完
成
し
た
。

（
鴻
巣
・
熊
谷
）

右
奥

花
形
本
３
サ
ロ
ン
会
長

彩
央
会
会
員
の
出
前
講
座

《直近の行事 》★「美術展」8/28(火)～9/2 文化センター

★「一芸披露会」9/1 (土)下記はプログラム

演目・出演者

1 民謡：「斎太郎節」他 松本紀久夫

2 怪談：「常識（小泉八雲 作）」間中喜久江

3 民話：「座頭の木」 熊谷 康夫

4 紙芝居：「塙保己一 物語」小瀬 功

5 南京玉すだれ：「しだれ柳」他 山崎昭子

6
踊り：「正調よさこい鳴子踊り」他

清宮久子 他4名

7 講談：「義士本伝 殿中松の廊下」外川 澄輝

8 ものまね 「男はつらいよ」他 石井 敏雄

9
踊り：「百歳音頭」「お座敷小唄」

山崎昭子と女子会有志

編
集
後
記

会
報
は
、
初
年
度
か
ら
発

行
し
て
12
号
に
な
っ
た
。
当

初
は
編
集
を
外
部
に
依
頼
し

た
が
、
５
号
か
ら
「
編
集
ソ

フ
ト
」
で
自
前
の
編
集
に
移

行
、
６
号
か
ら
倍
の
Ａ
３
サ

イ
ズ
に
拡
大
し
た
。
今
年
は
、

記
事
の
投
稿
を
各
イ
ベ
ン
ト

担
当
に
依
頼
し
な
い
で
編
集

委
員
が
作
成
し
た
の
で
紋
切

り
型
に
な
っ
た
。
依
頼
し
た

方
が
充
実
し
た
の
で
は
な
い

か
と
反
省
し
て
い
る
。

（
対
尾
）

編
集
長

16
期

対
尾
雅
之

委
員

22
期

澤
井
秀
幸

委
員

専
科
３

武
井

章

委
員

専
攻
３

石
黒
廣
行

５
つ
の
ク
ラ
ブ
が
活
動

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

散策案内の詳細はHPに掲載


